
(57)【要約】

【課題】液晶ディスプレイを提供する。

【解決手段】データライン上の極性を変化させることに

よりもたらされる電力消費の減少が可能なディスプレイ

と駆動方法で、ディスプレイにおいて、画素アレイは、

複数のデータラインと、それぞれが、赤サブピクセル、

緑サブピクセル、青サブピクセルを含む複数の画素、を

含む。ソース出力回路は、操作期間中、第一出力ピンに

より、第一極性の第一の組のソース出力信号と、第二出

力ピンにより、第二極性の第二の組のソース出力信号を

提供する。スイッチングアレイ回路は、少なくとも三つ

の選択ラインからなり、第一の組のソース出力信号と第

二の組のソース出力信号を、二つの近接する画素のサブ

ピクセルの少なくともどれかと電気的に接続する。

【選択図】図３Ａ
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
デ ィ ス プ レ イ で あ っ て 、
　 複 数 の デ ー タ ラ イ ン と 、 そ れ ぞ れ が 、 赤 画 素 ト ラ ン ジ ス タ R N 、 緑 画 素 ト ラ ン ジ ス タ G N 、
青 画 素 ト ラ ン ジ ス タ B N 、 を 含 む 複 数 の 画 素 P N を 含 む 画 素 ア レ イ と 、
　 操 作 期 間 中 、 第 一 出 力 ピ ン に よ り 、 第 一 極 性 の 第 一 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 提 供 す る ソ
ー ス 出 力 回 路 と 、
　 少 な く と も 三 つ の 選 択 ラ イ ン か ら な り 、 前 記 ソ ー ス 出 力 回 路 を 、 画 素 ア レ イ の 画 素 中 の
ト ラ ン ジ ス タ の 少 な く と も ど れ か と 電 気 的 に 接 続 し 、 前 記 第 一 出 力 ピ ン に よ り 、 前 記 第 一
極 性 を 有 す る 一 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 は 、 二 つ の 近 接 す る 画 素 の ト ラ ン ジ ス タ の 少 な く と
も ど れ か と 接 続 す る ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ソ ー ス 出 力 回 路 は 、 更 に 、 第 二 出 力 ピ ン に よ り 、 第 二 極 性 を 有 す る 第 二 の 組 の ソ ー ス
出 力 信 号 を 提 供 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 操 作 期 間 は 、 ス キ ャ ン 期 間 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 操 作 期 間 は 、 フ レ ー ム 期 間 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 三 つ の 選 択 ラ イ ン が 、 そ れ ぞ れ 選 択 行 Ｍ で 起 動 す る 時 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路
は 、 前 記 第 一 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 赤 画 素 ト ラ ン ジ ス タ R N  の 第 一 デ ー タ ラ イ ン 、 緑
の 画 素 ト ラ ン ジ ス タ G N + 1  の 第 二 デ ー タ ラ イ ン 、 青 画 素 ト ラ ン ジ ス タ の 第 三 デ ー タ ラ イ ン B

N  に 順 に 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 三 つ の 選 択 ラ イ ン が 起 動 す る 時 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 は 、 第 一 の 組 の ソ ー ス
出 力 信 号 と 、 第 二 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 順 に 、 前 記 画 素 ア レ イ の デ ー タ ラ イ ン の 少 な
く と も ど れ か と 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 三 つ の 選 択 ラ イ ン が 、 そ れ ぞ れ 選 択 行 Ｍ で 起 動 す る 時 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路
は 、 第 一 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 赤 画 素 ト ラ ン ジ ス タ R N の 第 一 デ ー タ ラ イ ン 、 緑 画 素 ト
ラ ン ジ ス タ  G N + 1  の 第 二 デ ー タ ラ イ ン 、 青 画 素 ト ラ ン ジ ス タ B N  の 第 三 デ ー タ ラ イ ン に 、
順 に 接 続 し 、 第 二 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 赤 画 素 ト ラ ン ジ ス タ R N + 1  の 第 四 デ ー タ ラ イ
ン 、 緑 画 素 ト ラ ン ジ ス タ G N  の 第 五 デ ー タ ラ イ ン 、 青 画 素 ト ラ ン ジ ス タ B N + 1 の 第 六 デ ー タ
ラ イ ン に 、 順 に 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ソ ー ス 出 力 回 路 は 、 更 に 、 次 の 操 作 期 間 で 、 前 記 第 一 出 力 ピ ン に よ り 、 前 記 第 二 極 性
を 有 す る 第 三 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 提 供 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の デ ィ ス
プ レ イ 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 三 つ の 選 択 ラ イ ン が 、 そ れ ぞ れ 選 択 行 Ｍ ＋ １ で 起 動 す る 時 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ
回 路 は 、 選 択 行 Ｍ ＋ １ で 、 前 記 第 二 極 性 を 有 す る 前 記 第 三 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 前 記
第 一 デ ー タ ラ イ ン 、 第 二 デ ー タ ラ イ ン 、 及 び 、 第 三 デ ー タ ラ イ ン に 順 に 接 続 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 ソ ー ス 出 力 回 路 は 、 更 に 、 次 の 操 作 期 間 で 、 前 記 第 二 出 力 ピ ン に よ り 、 前 記 第 一 極 性
を 有 す る 第 四 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 提 供 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の デ ィ ス
プ レ イ 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 三 つ の 選 択 ラ イ ン が 、 そ れ ぞ れ 選 択 行 Ｍ ＋ １ で 起 動 す る 時 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ
回 路 は 、 前 記 第 一 極 性 を 有 す る 前 記 第 四 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 前 記 第 四 デ ー タ ラ イ ン
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、 前 記 第 五 デ ー タ ラ イ ン 、 前 記 第 六 デ ー タ ラ イ ン に 順 に 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ０ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
デ ィ ス プ レ イ で あ っ て 、
　 複 数 の デ ー タ ラ イ ン と 、 そ れ ぞ れ が 、 赤 サ ブ ピ ク セ ル 、 緑 サ ブ ピ ク セ ル 、 青 サ ブ ピ ク セ
ル 、 を 含 む 複 数 の 画 素 と を 含 む 画 素 ア レ イ と 、
　 操 作 期 間 中 、 第 一 出 力 ピ ン に よ り 、 第 一 極 性 の 第 一 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 、 第 二 出 力 ピ
ン に よ り 、 第 二 極 性 の 第 二 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 提 供 す る ソ ー ス 出 力 回 路 と 、
　 少 な く と も 三 つ の 選 択 ラ イ ン か ら な り 、 前 記 ソ ー ス 出 力 回 路 を 、 二 つ の 近 接 す る サ ブ ピ
ク セ ル の 少 な く と も ど れ か と 接 続 す る ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る
デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 操 作 期 間 は 、 ス キ ャ ン 期 間 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ
。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 操 作 期 間 は 、 フ レ ー ム 期 間 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ
。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 三 つ の 選 択 ラ イ ン そ れ ぞ れ が 起 動 す る 時 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 は 、 前 記 第 一
の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 と 前 記 第 二 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 前 記 近 接 す る 画 素 に 対 応 す る
前 記 デ ー タ ラ イ ン に 順 に 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 三 つ の 選 択 ラ イ ン が 、 そ れ ぞ れ 選 択 行 Ｍ で 起 動 す る 時 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路
は 、 第 一 極 性 の 第 一 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 赤 サ ブ ピ ク セ ル の 第 一 デ ー タ ラ イ ン 、 緑 サ
ブ ピ ク セ ル の 第 二 デ ー タ ラ イ ン 、 青 サ ブ ピ ク セ ル の 第 三 デ ー タ ラ イ ン に 、 順 に 接 続 し 、 第
二 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 赤 サ ブ ピ ク セ ル の 第 四 デ ー タ ラ イ ン 、 緑 サ ブ ピ ク セ ル の 第 五
デ ー タ ラ イ ン 、 青 サ ブ ピ ク セ ル の 第 六 デ ー タ ラ イ ン に 、 順 に 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ２ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 ソ ー ス 出 力 回 路 は 、 更 に 、 次 の 操 作 期 間 で 、 前 記 第 一 出 力 ピ ン に よ り 、 前 記 第 二 極 性
を 有 す る 第 三 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 と 、 前 記 第 二 出 力 ポ ン に よ り 、 前 記 第 一 極 性 を 有 す る
第 四 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 提 供 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ
。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 三 つ の 選 択 ラ イ ン が 、 そ れ ぞ れ 選 択 行 Ｍ ＋ １ で 起 動 す る 時 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ
回 路 は 、 前 記 第 二 極 性 の 前 記 第 三 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 前 記 第 一 、 第 二 、 及 び 、 第 三
デ ー タ ラ イ ン に 順 に 接 続 し 、 前 記 第 一 極 性 の 前 記 第 四 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 前 記 第 一
画 素 の 赤 サ ブ ピ ク セ ル の 第 四 デ ー タ ラ イ ン 、 前 記 第 二 画 素 の 緑 サ ブ ピ ク セ ル の 第 五 デ ー タ
ラ イ ン 、 前 記 第 一 画 素 の 青 サ ブ ピ ク セ ル の 第 六 デ ー タ ラ イ ン に 順 に 接 続 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
駆 動 方 法 で あ っ て 、
　 操 作 期 間 で 、 第 一 出 力 ピ ン に よ り 、 第 一 極 性 の 第 一 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 提 供 し 、 第
二 出 力 ピ ン に よ り 、 第 二 極 性 の 第 二 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 提 供 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 一 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 と 前 記 第 二 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 画 素 ア レ イ の 二 つ
の 近 接 す る 画 素 の サ ブ ピ ク セ ル に 電 気 的 に 接 続 す る 工 程 、
を 含 む 特 徴 と す る 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
更 に 、 次 の 操 作 期 間 、 前 記 第 一 出 力 ピ ン に よ り 、 前 記 第 二 極 性 の 第 三 の 組 の ソ ー ス 出 力 信
号 と 、 前 記 第 二 出 力 ピ ン に よ り 、 前 記 第 一 極 性 の 第 四 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 と を 提 供 す る
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工 程 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 駆 動 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に 関 す る も の で あ っ て 、 特 に 、 低 電 力 シ ス テ ム と 液 晶 デ ィ
ス プ レ イ の 駆 動 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 今 日 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ （ LCD） は 、 計 算 機 、 時 計 、 カ ラ ー テ レ ビ 、 コ ン ピ ュ ー タ 用 モ
ニ タ ー 、 そ の 他 の 電 子 装 置 に 用 い ら れ て い る 。 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス LCDは 、 一 種 の LCDと
し て 知 ら れ て い る 。 公 知 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス LCDに お い て 、 各 ピ ク チ ャ エ レ メ ン ト （
或 い は 、 画 素 ） は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ TFT） と 、 一 つ 、 或 い は 、 そ れ 以 上 の コ ン デ ン サ
の マ ト リ ク ス を 用 い て ア ド レ ス さ れ る 。 画 素 が 配 列 さ れ 、 複 数 の ロ ー （ 行 ） と カ ラ ム （ 列
） を 有 す る ア レ イ に 配 線 さ れ る 。 例 え ば 、 SVGAデ ィ ス プ レ イ は 、 ２ ４ ０ ０ × ６ ０ ０ 画 素 の
マ ト リ ク ス で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 殊 な 画 素 を ア ド レ ス す る た め 、 適 切 な 行 が “ オ ン ” （ 即 ち 、 電 圧 が 充 電 さ れ る ） に な
り 、 そ の 後 、 電 圧 は 、 正 確 な 列 に 伝 送 さ れ る 。 列 を 挿 入 す る 他 の 行 が オ フ に な る の で 、 特
定 の 画 素 の TFTと コ ン デ ン サ だ け が 指 令 を 受 け る 。 印 加 電 圧 に 対 応 し て 、 画 素 の 液 晶 セ ル
が 、 そ の 極 性 を 変 化 さ せ 、 こ れ に よ り 、 画 素 か ら 反 射 す る 、 或 い は 、 画 素 を 通 過 す る 光 の
量 が 変 化 す る 。 こ の 工 程 は 、 そ の 後 、 LCDま で 、 行 ご と に 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 画 素 の 液 晶 セ ル に お い て 、 印 加 給 電 圧 の 大 き さ が 、 画 素 か ら 反 射 、 或 い は 、 画 素 を 通 過
す る 光 の 量 を 決 定 す る 。 液 晶 材 料 の 本 質 に よ り 、 液 晶 セ ル を 通 過 す る 印 加 電 圧 の 極 性 は 、
交 互 で な け れ ば な ら な い 。 よ っ て 、 画 像 を 表 示 す る LCDに 対 し 、 液 晶 セ ル の 電 圧 極 性 は 、
画 像 の 交 互 の フ レ ー ム 上 で 反 転 （ 或 い は 、 逆 転 ） す る 。 こ の 工 程 は 反 転 と し て 知 ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 残 念 な が ら 、 LCD全 体 の 極 性 が 、 交 互 の フ レ ー ム 上 の 同 極 性 に よ り 反 転 し た 場 合 、 LCDは
、 好 ま し く な い レ ベ ル で “ フ リ ッ カ ー ” が 出 現 す る 。 よ っ て 、 公 知 の 多 く の LCDは 、 例 え
ば 、 ラ イ ン 反 転 、 ド ッ ト 反 転 等 、 様 々 な 形 式 の 反 転 を 用 い な け れ ば な ら な い 。 ラ イ ン 反 転
は 、 LCD交 互 の 列 と 行 が 、 交 互 の フ レ ー ム 上 （ 例 え ば 、 ラ イ ン 状 ） で 反 転 す る も の で あ る
。 ド ッ ト 反 転 は 、 各 行 と 列 の 交 互 の 画 素 が 、 交 互 の フ レ ー ム 上 （ 例 え ば 、 格 子 状 ） で 反 転
す る も の で あ る 。 二 つ の 反 転 技 術 で 、 ド ッ ト 反 転 が 、 好 ま し い 品 質 の デ ィ ス プ レ イ を 製 造
す る と 見 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 特 に 、 ド ッ ト 反 転 は 、 LCDの 消 費 電 力 を 増 加 さ せ る 。 こ れ は 、 デ ー タ ラ イ ン が
容 量 性 負 荷 （ ま た 、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ を 有 す る ） と し て 機 能 す る た め 、 電 圧 が 極 性 を
変 化 さ せ る 時 、 電 力 を 消 耗 す る か ら で あ る 。 LCDは 、 動 力 源 と な る バ ッ テ リ ー や 、 低 電 力
装 置 に 用 い ら れ 、 多 く の LCDは 、 電 力 消 費 に と っ て 最 適 な 駆 動 方 法 を 用 い る 。 例 え ば 、 多
く の LCDは 、 ド ッ ト 反 転 よ り ラ イ ン 反 転 を 用 い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 よ っ て 、 電 力 消 費 に 最 適 な LCDの 駆 動 方 法 と シ ス テ ム を 提 供 す る こ と が 望 ま れ 、 ま た 、
電 力 消 費 に 最 適 な ラ イ ン 反 転 、 或 い は 、 ド ッ ト 反 転 に よ る LCDの 駆 動 方 法 と シ ス テ ム を 提
供 す る こ と が 望 ま れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 本 発 明 は 、 電 力 消 費 に 最 適 な LCDの 駆 動 方 法 と シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 デ ィ ス プ レ イ の 具 体 例 が 提 供 さ れ 、 画 素 ア レ イ は 、 複 数 の デ ー タ ラ イ ン と 、 そ れ ぞ れ が
、 赤 サ ブ ピ ク セ ル 、 緑 サ ブ ピ ク セ ル 、 青 サ ブ ピ ク セ ル を 含 む 複 数 の 画 素 、 を 含 む 。 ソ ー ス
出 力 回 路 は 、 操 作 期 間 中 、 第 一 出 力 ピ ン に よ り 、 第 一 極 性 の 第 一 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 と
、 第 二 出 力 ピ ン に よ り 、 第 二 極 性 の 第 二 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 提 供 す る 。 ス イ ッ チ ン グ
ア レ イ 回 路 は 、 少 な く と も 三 つ の 選 択 ラ イ ン か ら な り 、 第 一 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 と 第 二
の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 二 つ の 近 接 す る 画 素 の サ ブ ピ ク セ ル の 少 な く と も ど れ か と 電 気
的 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の も う 一 つ の 具 体 例 に よ る と 、 画 素 ア レ イ は 、 複 数 の デ ー タ ラ イ ン と 、 そ れ ぞ れ
、 赤 画 素 ト ラ ン ジ ス タ 、 緑 画 素 ト ラ ン ジ ス タ 、 青 画 素 ト ラ ン ジ ス タ 、 を 含 む 複 数 の 画 素 、
を 含 む 。 ソ ー ス 出 力 回 路 は 、 操 作 期 間 中 、 第 一 出 力 ピ ン に よ り 、 第 一 極 性 の 第 一 の 組 の ソ
ー ス 出 力 信 号 を 提 供 す る 。 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 は 、 少 な く と も 三 つ の 選 択 ラ イ ン か ら
な り 、 ソ ー ス 出 力 回 路 を 、 画 素 ア レ イ の 画 素 中 の ト ラ ン ジ ス タ の 少 な く と も ど れ か と 電 気
的 に 接 続 し 、 第 一 出 力 ピ ン に よ り 、 第 一 極 性 の 第 一 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 は 、 少 な く と も
二 つ の 近 接 す る 画 素 中 の ト ラ ン ジ ス タ の 少 な く と も ど れ か と 接 続 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 デ ィ ス プ レ イ の 駆 動 方 法 を 提 供 し 、 第 一 出 力 ピ ン に よ り 、 第 一 極 性 の 第 一 の
組 の ソ ー ス 出 力 信 号 と 、 第 二 出 力 ピ ン に よ り 、 第 二 極 性 の 第 二 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 提
供 す る 工 程 と 、 第 一 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 と 第 二 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 二 つ の 近 接 す
る 画 素 の サ ブ ピ ク セ ル に 電 気 的 に 接 続 す る 工 程 、 を 含 む 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ り 、 低 電 力 シ ス テ ム と 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 駆 動 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 具 体 例 は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ （ LCD） の 低 周 波 数 駆 動 方 法 と シ ス テ ム に 関 係 す
る も の で あ る 。 特 に 、 本 発 明 の 具 体 例 は 、 LCDア レ イ 、 ソ ー ス 出 力 回 路 、 及 び 、 ス イ ッ チ
ン グ ア レ イ 回 路 、 を 含 む 。 LCDア レ イ は 、 そ れ ぞ れ 、 赤 画 素 ト ラ ン ジ ス タ 、 緑 画 素 ト ラ ン
ジ ス タ 、 青 画 素 ト ラ ン ジ ス タ を 含 む 複 数 の 画 素 を 含 む 。 ソ ー ス 出 力 回 路 は 、 操 作 期 間 中 、
第 一 出 力 ピ ン に よ り 、 第 一 極 性 の 第 一 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 と 、 第 二 出 力 ピ ン に よ り 、 第
二 極 性 の 第 二 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 提 供 す る 。 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 は 、 ソ ー ス 出 力
回 路 か ら の 同 極 性 の 一 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 と 、 出 力 ピ ン に よ る LCDア レ イ の 選 択 デ ー タ
ラ イ ン の 間 を 、 電 気 的 に 接 続 す る 。 具 体 例 に お い て 、 ソ ー ス 出 力 信 号 と デ ー タ ラ イ ン の 極
性 は 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 の 形 状 と 操 作 に 基 づ い て 、 フ レ ー ム の ス キ ャ ン 期 間 中 、 同
じ に 維 持 さ れ る 。 そ の 結 果 、 ソ ー ス 出 力 信 号 上 の 極 性 を 切 り 換 え る 周 波 数 が 減 少 す る の で
、 LCDの 電 力 消 費 が 減 少 す る 。 他 の 具 体 例 に お い て 、 画 素 ト ラ ン ジ ス タ は 交 互 に 配 置 さ れ
、 つ ま り 、 画 素 ト ラ ン ジ ス タ の ア ク テ ィ ブ 領 域 は 、 デ ー タ ラ イ ン の 両 側 で 交 互 に 配 置 さ れ
る 。 同 一 の ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 と ソ ー ス 出 力 回 路 を 用 い 、 ソ ー ス 出 力 信 号 は 、 各 フ レ
ー ム で 変 化 す る 。 そ の 結 果 、 列 反 転 駆 動 は 、 低 電 力 消 費 で 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 具 体 例 に よ る シ ス テ ム １ ０ ０ を 示 す 図 で あ る 。 図 で 示 さ れ る よ う に 、
シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ 、 電 源 １ ０ ４ 、 Vcom増 幅 器 １ ０ ６ 、 バ ッ ク ラ イ ト ド
ラ イ バ １ ０ ８ 、 行 ド ラ イ バ １ １ ０ 、 列 ド ラ イ バ １ １ ２ 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ー １ １ ４
、 を 含 む 。 当 業 者 な ら 、 図 １ は 、 シ ス テ ム １ ０ ０ の 汎 用 の 略 図 を 示 し 、 他 の 素 子 が 加 え ら
れ た り 、 存 在 す る 素 子 を 除 去 し た り 、 修 正 で き る こ と が 分 か る 。 図 １ で 示 さ れ る 素 子 は 、
以 下 で 詳 述 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 LCDパ ネ ル １ ０ ２ は 、 行 （ 或 い は 、 ス キ ャ ン ラ イ ン ） と 列 （ 或 い は 、 デ ー タ ラ イ ン ） に
配 列 さ れ た 画 素 ア レ イ を 含 む 。 具 体 例 に お い て 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ は 、 並 列 に 配 置 さ れ た
一 対 の 透 明 ガ ラ ス 基 板 で 、 ナ ロ ー ギ ャ ッ プ を 定 義 し 、 液 晶 材 料 に よ り 充 填 さ れ る 。 液 晶 材
料 は 、 画 素 の 液 晶 セ ル に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 具 体 例 に お い て 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス LCDと し て 実 行 さ れ る 。 LC
Dパ ネ ル １ ０ ２ の 画 素 は 、 一 つ の 透 明 ガ ラ ス 基 板 の 内 側 表 面 上 に マ ト リ ク ス に 配 置 さ れ る
複 数 の 画 素 電 極 と 、 二 つ の 透 明 ガ ラ ス 基 板 の も う 一 つ の 内 側 表 面 上 に 配 置 さ れ た コ モ ン 電
極 と 繋 が っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ビ デ オ 信 号 の イ メ ー ジ は 、 画 素 の 電 極 ペ ア に 供 給 さ れ る 電 圧 に 基 づ い て 、 光 透 過 率 を 制
御 す る こ と に よ り 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ で 表 示 さ れ る 。 特 に 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス LCDで 、
LCDパ ネ ル １ ０ ２ は 、 画 素 マ ト リ ク ス に 配 列 さ れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ TFT） を 含 む 。 TFT
（ 図 示 し な い ） は 、 画 素 の 液 晶 セ ル に 電 圧 を 供 給 す る ス イ ッ チ と し て 機 能 す る 。 LCDパ ネ
ル １ ０ ２ は 、 図 ２ で 詳 述 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 色 を 生 成 す る た め に 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ は 、 赤 、 緑 、 青 の 構 成 要 素 の 色 で あ る サ ブ ピ ク
セ ル を 有 す る 画 素 を 含 む 。 例 え ば 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ の 画 素 は 、 赤 、 緑 、 青 の フ ィ ル タ ー
処 理 し た サ ブ ピ ク セ ル を 含 む 。 こ れ ら の カ ラ ー フ ィ ル タ ー は 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ の ガ ラ ス
基 板 の 一 つ の 整 合 さ れ る 。 LCDパ ネ ル １ ０ ２ の サ ブ ピ ク セ ル は 、 そ れ ぞ れ 、 TFTに よ り 制 御
さ れ 、 色 の 強 度 と 陰 影 を 制 御 す る 。 よ っ て 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ は 、 こ れ ら の 色 つ き の サ ブ
ピ ク セ ル の 比 率 を 調 整 す る こ と に よ り 、 多 く の 色 を 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 電 源 １ ０ ４ は 、 シ ス テ ム １ ０ ０ の 素 子 に 電 力 を 供 給 す る 。 例 え ば 、 図 １ で 示 さ れ る よ う
に 、 電 源 １ ０ ４ は 、 電 力 を Vcom増 幅 器 １ ０ ６ 、 行 ド ラ イ バ １ １ ０ 、 及 び 、 列 ド ラ イ バ １ １
２ に 供 給 す る 。 電 源 １ ０ ４ は 、 公 知 の 素 子 に よ り 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 Vcom増 幅 器 １ ０ ６ は 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ 内 の 画 素 に 、 安 定 し た 参 考 電 圧 を 提 供 す る 。 Vco
mと デ ー タ ラ イ ン 間 の 電 圧 差 は 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ 内 の 画 素 の 明 る さ を 決 定 す る 。 具 体 例 に
お い て 、 Vcom増 幅 器 １ ０ ６ は 、 一 定 の DC電 圧 を Vcomに 提 供 す る 。 例 え ば 、 Vcom増 幅 器 １ ０
６ は 、 お よ そ ４ ボ ル ト の DC電 圧 を 提 供 す る よ う に 設 定 さ れ る 。 DC　 Vcomの 長 所 の 一 つ は 、
Vcom増 幅 器 １ ０ ６ に よ り 消 耗 さ れ る 電 力 が 少 な い こ と で 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ の 画 素 は 、 充
電 の 状 態 で 、 劇 的 な 変 化 を 受 け な い か ら で あ る 。 具 体 例 に お い て 、 Vcom増 幅 器 １ ０ ６ は 、
ビ デ オ 信 号 の フ レ ー ム 間 、 同 じ 極 性 で 出 力 Vcomを 維 持 す る 。 図 ６ Bは 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ の
操 作 を 示 す 電 圧 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 バ ッ ク ラ イ ト ド ラ イ バ １ ０ ８ は 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ か ら 反 射 、 或 い は 、 発 射 す る 光 を 制
御 、 及 び 、 発 光 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 行 ド ラ イ バ １ １ ０ は 、 電 源 １ ０ ４ か ら の 電 力 （ 或 い は 、 電 圧 ） を 提 供 し 、 LCDパ ネ ル １
０ ２ の 選 択 行 に 送 る 。 具 体 例 に お い て 、 行 ド ラ イ バ １ １ ０ は 、 ビ デ オ 信 号 の フ レ ー ム 間 、
上 か ら 下 に 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ か ら 行 を ス キ ャ ン す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 行 ド ラ イ バ
１ １ ０ は 、 公 知 の 素 子 、 例 え ば 、 集 積 回 路 、 或 い は 、 特 定 用 途 向 け 集 積 回 路 （ ASIC） 等 の
公 知 の 素 子 に よ り 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 列 ド ラ イ バ １ １ ２ は 、 ビ デ オ 信 号 の フ レ ー ム を 、 ソ ー ス 出 力 電 圧 に 転 換 し 、 行 ド ラ イ バ
１ １ ０ に よ り 選 択 さ れ た 目 下 の 画 素 の 行 に 渡 っ て 供 給 さ れ る 。 更 に 、 列 ド ラ イ バ １ １ ２ は
、 ビ デ オ 信 号 の 交 互 の フ レ ー ム で 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ の 画 素 の 極 性 の 反 転 を 実 行 す る よ う
設 定 さ れ る 。 例 え ば 、 列 ド ラ イ バ １ １ ２ は 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ の 画 素 の 列 反 転 、 或 い は 、
ド ッ ト 反 転 を 実 行 す る よ う 設 定 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 列 ド ラ イ バ １ １ ２ は 、 ソ ー ス 出 力 回 路 と ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 か ら 構 成 さ れ る 。 ソ ー
ス 出 力 回 路 は 、 ス キ ャ ン 期 間 、 或 い は 、 フ レ ー ム な ど の 操 作 期 間 中 、 第 一 出 力 ピ ン に よ り
、 第 一 極 性 の 第 一 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 と 、 第 二 出 力 ピ ン に よ り 、 第 二 極 性 の 第 二 の 組 の
ソ ー ス 出 力 信 号 を 提 供 す る 。 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 は 、 少 な く と も 三 つ の 選 択 ラ イ ン か
ら な り 、 第 一 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 と 第 二 の 組 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 二 つ の 近 接 す る 画 素
の サ ブ ピ ク セ ル の 少 な く と も ど れ か と を 電 気 的 に 接 続 す る 。 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 に よ
る 接 続 な の で 、 ソ ー ス 出 力 信 号 と デ ー タ ラ イ ン の 極 性 は 、 少 な く と も 一 つ の ス キ ャ ン 期 間
、 或 い は 、 少 な く と も 一 つ の フ レ ー ム で 維 持 さ れ る 。 そ の 結 果 、 ソ ー ス 出 力 信 号 上 の 極 性
を 切 り 換 え る 周 波 数 が 低 い の で 、 電 力 消 費 が 減 少 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ の 他 の 具 体 例 に お い て 、 画 素 ト ラ ン ジ ス タ は 、 交 互 に 配 置 さ れ 、 つ ま り 、 画 素 ト ラ ン
ジ ス タ の ア ク テ ィ ブ 領 域 は 、 デ ー タ ラ イ ン の 両 側 に 交 互 に 配 置 さ れ る 。 同 じ ス イ ッ チ ン グ
ア レ イ 回 路 と ソ ー ス 出 力 回 路 を 用 い る と 、 ソ ー ス 出 力 信 号 は 、 各 フ レ ー ム で 変 化 す る 。 そ
の 結 果 、 デ ー タ ラ イ ン を 駆 動 す る 列 反 転 が 実 現 し 、 ア ク テ ィ ブ 領 域 を 駆 動 す る ド ッ ト 反 転
が 実 現 す る 。 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ー １ １ ４ は 、 行 ド ラ イ バ １ １ ０ と 列 ド ラ イ バ １ １ ２
の タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 。 例 え ば 、 ビ デ オ 信 号 の フ レ ー ム で 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ー
１ １ ４ は 、 ロ ー ド ラ イ バ １ １ ０ と 列 ド ラ イ バ １ １ ２ を リ セ ッ ト し て 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ の
頂 部 で 開 始 し 、 一 度 に 一 行 を 、 LCDパ ネ ル の 底 部 ま で ス キ ャ ン す る 。 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ
ー ラ ー １ １ ４ は 、 公 知 の 素 子 、 例 え ば 、 集 積 回 路 、 ASICに よ り 実 行 さ れ る 。 本 発 明 の 具 体
例 に お い て 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ー １ １ ４ は 、 例 え ば 、 制 御 信 号 CKH１ ～ CKH３ と SWを
、 列 ド ラ イ バ １ １ ２ に 提 供 し 、 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 具 体 例 に よ る LCDパ ネ ル １ ０ ２ を 示 す 図 で あ る 。 図 で 示 さ れ る よ う に
、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ は 、 複 数 の 画 素 ２ ０ ０ を 含 む 。 例 中 、 画 素 ２ ０ ０ は 、 更 に 、 赤 、 緑 、
青 サ ブ ピ ク セ ル で あ る 複 数 の サ ブ ピ ク セ ル を 含 む 。 サ ブ ピ ク セ ル ２ ０ ２ は 、 液 晶 セ ル と 、
TFT２ ０ ４ に よ り 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ の マ ト リ ク ス に 接 続 さ れ る ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ （ 図
示 し な い ） に よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 LCDパ ネ ル １ ０ ２ の マ ト リ ク ス は 、 ス キ ャ ン ラ イ ン ２ ０ ６ 、 デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ 、 コ モ
ン 電 極 ラ イ ン ２ １ ０ 、 を 含 む 。 ス キ ャ ン ラ イ ン ２ ０ ６ は 、 行 ド ラ イ バ １ １ ０ に よ り 制 御 さ
れ 、 デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ は 、 列 ド ラ イ バ １ １ ２ に よ り 制 御 さ れ る 。 更 に 、 コ モ ン 電 極 ラ イ
ン ２ １ ０ は 、 Vcom増 幅 器 １ ０ ６ に よ り 制 御 さ れ る 。 各 画 素 ２ ０ ０ 中 、 ス キ ャ ン ラ イ ン ２ ０
６ は 、 TFT２ ０ ４ の ゲ ー ト 端 に 結 合 さ れ る 。 デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ は 、 TFT２ ０ ４ の ソ ー ス 端
に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 操 作 の 間 、 行 ド ラ イ バ １ １ ０ は 、 ス キ ャ ン ラ イ ン ２ ０ ６ の 一 つ に 電 源 を 供 給 し 、 約 １ ５
ボ ル ト の 電 圧 （ 或 い は 、 電 力 ） を 、 TFT204の ゲ ー ト に 提 供 す る 。 そ れ に 応 じ て 、 TFT２ ０
４ の チ ャ ン ネ ル は 開 き 、 即 ち 、 ス イ ッ チ オ ン に な る 。 列 ド ラ イ バ １ １ ２ は 、 約 ０ ～ ８ ボ ル
ト の 信 号 電 圧 （ 或 い は 、 電 力 ） を 、 デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ に よ り 、 現 在 行 の 適 当 な サ ブ ピ ク
セ ル ２ ０ ２ に 提 供 す る 。 こ の 信 号 電 圧 は そ の 後 、 ス イ ッ チ オ ン で あ る TFT２ ０ ４ を 経 て 、
サ ブ ピ ク セ ル ２ ０ ２ の 液 晶 セ ル に 適 用 さ れ る 。 TFT２ ０ ４ の ア レ イ の 電 気 的 要 求 の た め に
、 当 然 の こ と な が ら 、 幅 が 変 化 す る 。 サ ブ ピ ク セ ル ２ ０ ２ に よ り 提 供 さ れ る 輝 度 は 、 デ ー
タ ラ イ ン ２ ０ ８ を 経 る 電 圧 と コ モ ン 電 極 電 圧 Vcom間 の 差 に よ り 決 定 さ れ る 。 更 に 、 上 述 で
述 べ た 等 に 、 液 晶 セ ル へ の ダ メ ー ジ を 回 避 す る た め 、 サ ブ ピ ク セ ル の 極 性 は 、 フ レ ー ム か
ら フ レ ー ム に 反 転 す る 。 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 列 反 転 や ド ッ ト 反 転 等 、 様 々 な 形 式 の 反 転 が
用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ Aは 、 本 発 明 の 具 体 例 に よ る 列 ド ラ イ バ を 示 す 図 で あ る 。 図 ４ Aは 、 図 ３ Aの 電 圧 ―
タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。 例 で 示 さ れ る よ う に 、 列 ド ラ イ バ １ １ ２ は 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ に 結
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合 さ れ 、 ソ ー ス 出 力 回 路 ３ ０ ０ と ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ を 含 む 。 便 利 性 の 目 的 の
た め に 、 LCD１ ０ ２ の 一 部 だ け が 示 さ れ る 。 特 に 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ の 行 M、 M＋ １ 等 は 、 図
３ Aで 示 さ れ る 。 し か し 、 当 業 者 な ら 分 か る よ う に 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ は 、 様 々 な 排 列 の 画
素 の か な り 多 数 の 列 と 行 を 含 む 。 例 え ば 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ の 画 素 の 交 互 配 置 は 、 図 ３ Cで
示 さ れ 、 以 下 で 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 具 体 例 に お い て 、 ソ ー ス 出 力 回 路 ３ ０ ０ は 、 ド ッ ト 反 転 ス イ ッ チ 、 列 反 転 ス イ ッ チ 、 或
い は 、 フ レ ー ム 反 転 ス イ ッ チ と な る ASICに 基 づ い て 実 行 さ れ る 。 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路
３ ０ ２ は 、 ビ デ オ 信 号 か ら の デ ー タ を 受 信 し （ 例 え ば 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ー １ １ ４
か ら ） 、 こ の デ ー タ を 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ に 供 給 す る 一 組 の 電 圧 に 伝 送 す る 。 具 体 例 に お
い て 、 ソ ー ス 出 力 電 圧 は 、 ０ ． ５ ～ ３ ． ５ Vで あ る 。 ソ ー ス 出 力 回 路 ３ ０ ２ は 、 ASIC、 或
い は 、 ス イ ッ チ 装 置 の ア レ イ 、 或 い は 、 集 積 回 路 、 或 い は 、 そ れ ら の 組 み 合 わ せ と し て 実
行 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 ス キ ャ ン ラ イ ン が 駆 動 時 （ 低 く て も 、 高 く て も ） 、
第 一 出 力 ピ ン に よ り 、 一 連 の 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 第 一 組 デ ー タ ラ イ ン に 接 続 し
、 第 二 出 力 ピ ン に よ り 、 一 連 の 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 第 二 組 デ ー タ ラ イ ン に 接 続
し 、 次 の ス キ ャ ン ラ イ ン が 駆 動 時 、 第 一 出 力 ピ ン に よ り 、 一 連 の 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信
号 を 、 第 一 組 デ ー タ ラ イ ン に 接 続 し 、 一 連 の 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 第 二 出 力 ピ ン
に よ り 第 二 組 デ ー タ ラ イ ン に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 特 に 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 は 、 少 な く と も 三 つ の 選 択 ラ イ ン を 有 す る 。 よ っ て 、 ス
イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 第 一 選 択 ラ イ ン が 選 択 さ れ た 行 Mの 制 御 信 号 CKH１ に 従 っ
て 駆 動 す る 時 （ 低 電 圧 駆 動 で も 、 高 電 圧 駆 動 で も ） 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 肯 定 極 性 の ソ
ー ス 出 力 信 号 R1D 1 を 、 赤 の サ ブ ピ ク セ ル R 1 の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ １ と 接 続 す る 。 ス イ ッ
チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 第 一 選 択 ラ イ ン が 制 御 信 号 CKH１ に 従 っ て 駆 動 す る 時 、 出 力
ピ ン T２ に よ り 、 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 R２ D 1 を 、 赤 の サ ブ ピ ク セ ル R 2 の デ ー タ ラ イ ン
２ ０ ８ ＿ ４ と 接 続 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 同 様 に 、 選 択 さ れ た 行 Mで 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 第 二 選 択 ラ イ ン が 制 御
信 号 CKH２ に 従 っ て 駆 動 す る 時 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 G2D 1 を 、
青 の サ ブ ピ ク セ ル G 2 の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ５ と 接 続 す る 。 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０
２ は 、 第 二 選 択 ラ イ ン が 制 御 信 号 CKH２ に 従 っ て 駆 動 す る 時 、 出 力 ピ ン T２ に よ り 、 否 定 極
性 の ソ ー ス 出 力 信 号 G1D 1 を 、 赤 の サ ブ ピ ク セ ル G 1 の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ２ と 接 続 す る 。
ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 更 に 、 第 三 選 択 ラ イ ン が 制 御 信 号 CKH３ に 従 っ て 駆 動
す る 時 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 B1D 1 を 、 青 の サ ブ ピ ク セ ル B 1 の
デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ３ と 接 続 す る 。 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 更 に 、 第 三 選 択
ラ イ ン が 制 御 信 号 CKH３ に 従 っ て 駆 動 す る 時 、 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 B２ D 1 を 、 出 力 ピ
ン T２ に よ り 、 青 の サ ブ ピ ク セ ル B 2 の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ６ と 接 続 す る 。 即 ち 、 ス イ ッ
チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 選 択 行 M中 に 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 一 連 の 肯 定 極 性 の ソ ー ス
出 力 信 号 を 、 画 素 R 1 、  B 2 、 及 び 、  G 1 に 順 に 接 続 し 、 出 力 ピ ン T２ に よ り 、 一 連 の 否 定 極
性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 R 2 、  B 1 、  及 び 、  G 2  に 順 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 選 択 行 M＋ １ で 、 制 御 信 号 SWの た め に 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 出 力 ピ ン T１
に よ り 、 一 連 の 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 画 素 R 1 、  B 2 、 及 び 、  G 1 に 順 に 接 続 し 、 出
力 ピ ン T2に よ り 、 一 連 の 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 R 2 、  B 1 、  及 び 、  G 2  に 順 に 接 続
す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 特 に 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 第 一 選 択 ラ イ ン が 制 御 信 号 CKH１ に 従 っ て 駆
動 す る 時 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 R1D 2 を 、 赤 の サ ブ ピ ク セ ル R 1
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の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ １ と 接 続 す る 。 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 第 一 選 択 ラ イ
ン が 制 御 信 号 CKH１ に 従 っ て 駆 動 す る 時 、 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 R２ D 2 を 、 出 力 ピ ン T
２ に よ り 、 赤 の サ ブ ピ ク セ ル R 2 の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ４ と 接 続 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 同 様 に 、 選 択 行 M＋ １ で 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 第 二 選 択 ラ イ ン が 制 御 信
号 CKH２ に 従 っ て 駆 動 す る 時 、 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 G2D 2 を 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 青
の サ ブ ピ ク セ ル G 2 の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ５ と 接 続 す る 。 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２
は 、 第 二 選 択 ラ イ ン が 制 御 信 号 CKH２ に 従 っ て 駆 動 す る 時 、 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 G1D

2 を 、 出 力 ピ ン T２ に よ り 、 赤 の サ ブ ピ ク セ ル G 1 の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ２ と 接 続 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 更 に 、 第 三 選 択 ラ イ ン が 制 御 信 号 CKH３ に 従 っ て 駆
動 す る 時 、 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 B1D 2 を 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 青 の サ ブ ピ ク セ ル B 1
の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ３ と 接 続 す る 。 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 更 に 、 第 三 選
択 ラ イ ン が 制 御 信 号 CKH３ に 従 っ て 駆 動 す る 時 、 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 B２ D 2 を 、 出 力
ピ ン T２ に よ り 、 青 の サ ブ ピ ク セ ル B 2 の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ６ と 接 続 す る 。 よ っ て 、 ド
ッ ト 反 転 駆 動 が 達 成 さ れ 、 デ ー タ ラ イ ン の 極 性 は 、 ス キ ャ ン 期 間 中 、 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 選 択 行 M＋ ２ で 、 制 御 信 号 SWの た め に 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 出 力 ピ ン T１
に よ り 、 一 連 の 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 画 素 R 1 、  B 2 、 及 び 、  G 1 に 順 に 接 続 し 、 出
力 ピ ン T２ に よ り 、 一 連 の 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 R 2 、  B 1 、  及 び 、  G 2  に 順 に 接
続 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 特 に 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 第 一 選 択 ラ イ ン が 制 御 信 号 CKH１ に 従 っ て 駆
動 す る 時 、 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 R1D 3 を 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 赤 の サ ブ ピ ク セ ル R 1
の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ １ と 接 続 す る 。 そ の 一 方 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 肯
定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 R２ D 3 を 、 出 力 ピ ン T２ に よ り 、 赤 の サ ブ ピ ク セ ル R 2 の デ ー タ ラ イ
ン ２ ０ ８ ＿ ４ と 接 続 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 同 様 に 、 選 択 行 M＋ ２ で 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 第 二 選 択 ラ イ ン が 制 御 信
号 CKH２ に 従 っ て 駆 動 す る 時 、 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 G2D 3 を 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 青
の サ ブ ピ ク セ ル G 2 の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ５ と 接 続 す る 。 そ の 一 方 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ
回 路 ３ ０ ２ は 、 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 G1D 3 を 、 出 力 ピ ン T２ に よ り 、 赤 の サ ブ ピ ク セ
ル G 1 の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ２ と 接 続 す る 。 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 更 に 、 第
三 選 択 ラ イ ン が 制 御 信 号 CKH３ に 従 っ て 駆 動 す る 時 、 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 B1D 3 を 、
出 力 ピ ン T１ に よ り 、 青 の サ ブ ピ ク セ ル B 1 の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ３ と 接 続 す る 。 そ の 一
方 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 更 に 、 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 B２ D 3 を 、 出 力
ピ ン T２ に よ り 、 青 の サ ブ ピ ク セ ル B 2 の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ６ と 接 続 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ４ Aで 示 さ れ る よ う に 、 出 力 ピ ン T１ 上 の 極 性 が 各 ス キ ャ ン 期 間 で 切 り 換 わ り 、 デ ー タ
ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ １ 、 ２ ０ ８ ＿ ３ 、 及 び 、 ２ ０ ８ ＿ ５ 上 の 極 性 は 、 各 画 素 で は な く 、 各 ス キ
ャ ン 期 間 で 切 り 換 わ る 。 出 力 ピ ン T２ と デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ２ 、 ２ ０ ８ ＿ ４ 、 及 び 、 ２
０ ８ ＿ ６ は 、 出 力 ピ ン T１ と デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ １ 、 ２ ０ ８ ＿ ３ 、 及 び 、 ２ ０ ８ ＿ ５ と
同 様 で 、 図 を 簡 潔 に す る た め 、 図 ４ Aで 示 さ れ な い 。 デ ー タ ラ イ ン 上 の 極 性 を 切 り 換 え る
周 波 数 が 減 少 す る に つ れ て 、 LCDの 電 力 消 費 も 減 少 す る 。 本 発 明 に お い て 、 出 力 ピ ン T１ か
ら の ソ ー ス 出 力 信 号 は 、 一 画 素 で は な く 、 二 つ の 近 接 す る 画 素 の サ ブ ピ ク セ ル に 、 順 に 転
送 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ３ Bは 、 本 発 明 の 具 体 例 に よ る も う 一 つ の 列 ド ラ イ バ を 示 す 図 で あ る 。 図 ４ Bは 、 図 ３
Bの 電 圧 ― タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。 図 で 示 さ れ る よ う に 、 出 力 回 路 ３ ０ ０ は 、 LCDパ ネ ル １ ０
２ の 少 な く と も 一 つ の フ レ ー ム に 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 正 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 出 力 ピ
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ン T２ に よ り 、 負 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 例 え ば 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 現 行 の フ レ ー ム で 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、
一 連 の 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 画 素 R 1 、 B 2 、 及 び 、 G 1 に 接 続 し 、 出 力 ピ ン T２ に よ
り 、 一 連 の 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 画 素 R 2 、 B 1 、 and G 2 に 接 続 す る 。 特 に 、 ス イ ッ
チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 第 一 選 択 ラ イ ン が 選 択 行 Mの 制 御 信 号 CKH１ に 従 っ て 駆 動 す る
時 、 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 R1D 1 を 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 赤 の サ ブ ピ ク セ ル R 1 の デ ー
タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ １ と 接 続 す る 。 そ の 一 方 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 否 定 極 性
の ソ ー ス 出 力 信 号 R２ D 1 を 、 出 力 ピ ン T２ に よ り 、 赤 の サ ブ ピ ク セ ル R 2 の デ ー タ ラ イ ン ２ ０
８ ＿ ４ と 接 続 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 同 様 に 、 選 択 行 Mで 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 第 二 選 択 ラ イ ン が 制 御 信 号 CKH
２ に 従 っ て 駆 動 す る 時 、 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 G2D 1 を 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 青 の サ
ブ ピ ク セ ル G 2 の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ５ と 接 続 す る 。 そ の 一 方 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路
３ ０ ２ は 、 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 G1D 1 を 、 出 力 ピ ン T２ に よ り 、 赤 の サ ブ ピ ク セ ル G 1
の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ２ と 接 続 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 更 に 、 第 三 選 択 ラ イ ン が 制 御 信 号 CKH３ に 従 っ て 駆
動 す る 時 、 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 B1D 1 を 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 青 の サ ブ ピ ク セ ル B 1
の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ３ と 接 続 す る 。 そ の 一 方 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 更
に 、 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 B２ D 1 を 、 出 力 ピ ン T２ に よ り 、 青 の サ ブ ピ ク セ ル B 2 の デ ー
タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ６ と 接 続 す る 。 即 ち 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 選 択 行 M中 に
、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 一 連 の 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 画 素 R 1 、  B 2 、 及 び 、  G 1 に
順 に 接 続 し 、 出 力 ピ ン T２ に よ り 、 一 連 の 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 R 2 、  B 1 、  及 び
、  G 2  に 順 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 同 様 に 、 選 択 行 M＋ １ で 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 一 連
の 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 B0D 2 、 R2D 2 、 及 び 、  G1D 2 を 、 画 素 B 0 、  R 2 、 及 び 、 G 1 に 順 に
接 続 し 、 出 力 ピ ン T２ に よ り 、 一 連 の 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 B1D 2 、 1D 2  、 及 び 、 G2D 2
を 、 画 素 B 1 、  R 1 、 及 び 、 G 2 に 順 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 の フ レ ー ム 間 （ フ レ ー ム ２ ） 、 制 御 信 号 SWの た め に 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２
は 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 一 連 の 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 画 素 R 1 、  B 2 、 及 び 、  G 1
に 順 に 接 続 し 、 出 力 ピ ン T2に よ り 、 一 連 の 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 R 2 、  B 1 、  及 び
、  G 2  に 順 に 接 続 す る 。 操 作 は 、 前 の フ レ ー ム と 同 様 な の で 、 省 略 す る 。 こ れ に よ り 、 列
（ ラ イ ン ） 反 転 駆 動 が 達 成 さ れ 、 デ ー タ ラ イ ン の 極 性 は 、 フ レ ー ム 期 間 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ４ Bで 示 さ れ る よ う に 、 出 力 ピ ン T１ と T２ の 極 性 は 、 フ レ ー ム 期 間 維 持 さ れ 、 各 フ レ
ー ム を 交 互 に し 、 デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ １ ～ ２ ０ ８ ＿ ６ 上 の 極 性 も 、 各 フ レ ー ム で 切 り 換
わ る 。 デ ー タ ラ イ ン の 極 性 を 切 り 換 え る 周 波 数 が 更 に 減 少 す る と 、 LCDの 消 費 電 力 も 減 少
す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ３ Cは 、 本 発 明 の 具 体 例 に よ る も う 一 つ の 列 ド ラ イ バ を 示 す 図 で あ る 。 図 ４ Cは 、 図 ３
Cの 電 圧 ― タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。 例 で 示 さ れ る よ う に 、 列 ド ラ イ バ １ １ ２ は 、 LCDパ ネ ル １
０ ２ に 結 合 さ れ 、 ソ ー ス 出 力 回 路 ３ ０ ０ と ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ を 含 む 。 図 ３ C
に お い て 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ は 、 図 ３ Bで 示 さ れ る サ ブ ピ ク セ ル と 異 な る 配 置 で あ る 。 特 に
、 行 Mの LCDパ ネ ル １ ０ ２ の サ ブ ピ ク セ ル は 、 行 M＋ １ 等 の サ ブ ピ ク セ ル の 異 な る 組 の デ ー
タ ラ イ ン に 接 続 さ れ る 。 よ っ て 、 列 ド ラ イ バ １ １ ２ は 、 図 ３ Bで 示 さ れ る よ う に 、 ス イ ッ
チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ と ソ ー ス 出 力 回 路 ３ ０ ０ を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
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　 例 え ば 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 現 行 の フ レ ー ム で 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、
一 連 の 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ １ 、 ２ ０ ８ ＿ ５ 、 及 び 、 ２ ０
８ ＿ ３ （ 対 応 す る サ ブ ピ ク セ ル と 同 様 ） に 順 に 接 続 し 、 出 力 ピ ン T２ に よ り 、 一 連 の 否 定
極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ２ 、 ２ ０ ８ ＿ ４ 、 及 び 、 ２ ０ ８ ＿ ６ （ 対
応 す る サ ブ ピ ク セ ル と 同 様 ） に 順 に 接 続 す る 。 特 に 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、
第 一 選 択 ラ イ ン が 選 択 さ れ た 行 Mの 制 御 信 号 CKH１ に 従 っ て 駆 動 す る 時 、 肯 定 極 性 の ソ ー ス
出 力 信 号 R1D 1 を 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 赤 の サ ブ ピ ク セ ル R 1 の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ １ と
接 続 す る 。 そ の 一 方 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 R２ D

1 を 、 出 力 ピ ン T２ に よ り 、 赤 の サ ブ ピ ク セ ル R 2 の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ４ と 接 続 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 同 様 に 、 選 択 さ れ た 行 Mで 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 第 二 選 択 ラ イ ン が 制 御
信 号 CKH２ に 従 っ て 駆 動 す る 時 、 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 G2D 1 を 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、
青 の サ ブ ピ ク セ ル G 2 の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ５ と 接 続 す る 。 そ の 一 方 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ
イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 G1D 1 を 、 出 力 ピ ン T２ に よ り 、 赤 の サ ブ ピ ク
セ ル G 1 の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ２ と 接 続 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 更 に 、 第 三 選 択 ラ イ ン が 制 御 信 号 CKH３ に 従 っ て 駆
動 す る 時 、 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 B1D 1 を 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 青 の サ ブ ピ ク セ ル B 1
の デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ３ と 接 続 す る 。 そ の 一 方 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 更
に 、 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 B２ D 1 を 、 出 力 ピ ン T２ に よ り 、 青 の サ ブ ピ ク セ ル B 2 の デ ー
タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ６ と 接 続 す る 。 即 ち 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 選 択 行 M中 に
、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 一 連 の 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 画 素 R 1 、  B 2 、 及 び 、  G 1 に
順 に 接 続 し 、 出 力 ピ ン T２ に よ り 、 一 連 の 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 R 2 、  B 1 、  及 び
、  G 2  に 順 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 同 様 に 、 選 択 行 M＋ １ で 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 一 連
の 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 B0D 2 、 R2D 2 、 及 び 、 G1D 2 を 、 画 素 R 1 、  B 2 、 及 び 、  G 1 に 順 に
接 続 し 、 出 力 ピ ン T2に よ り 、 一 連 の 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 B1D 2 、 R1D 2 、 及 び 、 G2D 2 を
、 R 2 、  B 1 、  及 び 、  G 2  に 順 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 選 択 行 M＋ ２ で 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 一 連 の 肯 定 極
性 の ソ ー ス 出 力 信 号 R1D 3 、 G2D 3  、 及 び 、 B1D 3 （ 図 示 し な い ） 、 画 素 R 1 、  B 2 、 及 び 、  G 1
に 順 に 接 続 し 、 出 力 ピ ン T2に よ り 、 一 連 の 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 R2D 3 、 G1D 3  及 び B2D

3 を 、 R 2 、  B 1 、  及 び 、  G 2  に 順 に 接 続 す る 。 即 ち 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２ は 、
フ レ ー ム 中 に 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 一 連 の 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 デ ー タ ラ イ ン
２ ０ ８ ＿ １ 、 ２ ０ ８ ＿ ５ 、 及 び 、 ２ ０ ８ ＿ ３ （ 対 応 す る サ ブ ピ ク セ ル と 同 様 ） に 順 に 接 続
し 、 出 力 ピ ン T2に よ り 、 一 連 の 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ４ 、
２ ０ ８ ＿ ２ 、 及 び 、 ２ ０ ８ ＿ ６ （ 対 応 す る サ ブ ピ ク セ ル ） に 順 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 の フ レ ー ム 間 （ フ レ ー ム ２ ） 、 制 御 信 号 SWの た め に 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 ３ ０ ２
は 、 出 力 ピ ン T１ に よ り 、 一 連 の 否 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ １
、 ２ ０ ８ ＿ ５ 、 及 び 、 ２ ０ ８ ＿ ３ （ 対 応 す る サ ブ ピ ク セ ル と 同 様 ） に 順 に 接 続 し 、 出 力 ピ
ン T2に よ り 、 一 連 の 肯 定 極 性 の ソ ー ス 出 力 信 号 を 、 デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ ４ 、 ２ ０ ８ ＿ ２
、 及 び 、 ２ ０ ８ ＿ ６ （ 対 応 す る サ ブ ピ ク セ ル ） に 順 に 接 続 す る 。 操 作 は 、 前 の フ レ ー ム と
同 様 な の で 、 省 略 す る 。 こ れ に よ り 、 ド ッ ト 反 転 駆 動 が 達 成 さ れ 、 デ ー タ ラ イ ン の 極 性 は
、 フ レ ー ム 期 間 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ４ Cで 示 さ れ る よ う に 、 出 力 ピ ン T１ と T２ の 極 性 は 、 フ レ ー ム 期 間 維 持 さ れ 、 各 フ レ
ー ム を 交 互 に し 、 デ ー タ ラ イ ン ２ ０ ８ ＿ １ ～ ２ ０ ８ ＿ ６ 上 の 極 性 も 、 各 フ レ ー ム で 切 り 換
わ る 。 デ ー タ ラ イ ン の 極 性 を 切 り 換 え る 周 波 数 が 更 に 減 少 す る と 、 LCDの 消 費 電 力 も 減 少
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す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 発 明 の 具 体 例 の 様 々 な 特 徴 は 、 図 ５ 、 及 び 、 図 ６ A、 図 ６ Bを 参 照 す る 。 図 ５ は 、 公 知
の シ ス テ ム の 電 圧 ― タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。 特 に 、 行 Nと N＋ １ の デ ィ ス プ レ イ に 関 連 す る 操
作 は 、 図 ５ の 公 知 の LCDで 示 さ れ る 。 図 ５ で 示 さ れ る よ う に 、 行 Nと N＋ １ は 、 そ れ ら の ス
キ ャ ン ラ イ ン に よ り 、 電 圧 パ ル ス を 提 供 す る こ と に よ り 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ビ デ オ デ ー タ は 、 LCDに 送 ら れ る 。 例 え ば 、 シ ス テ ム １ ０ ０ 中 、 ビ デ オ 入 力 は 、 タ イ ミ
ン グ コ ン ト ロ ー ラ ー １ １ ４ か ら 列 ド ラ イ バ １ １ ２ に 送 ら れ る 。 列 ド ラ イ バ １ １ ２ は 、 ロ ジ
ッ ク と 、 ビ デ オ デ ー タ を 特 定 の 電 圧 信 号 に 変 え る 、 例 え ば 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ に 送 ら れ る
ソ ー ス 出 力 電 圧 な ど の 他 の 回 路 を 有 す る 。 図 ５ で 示 さ れ る よ う に 、 こ れ ら の 電 圧 信 号 は 、
LCDパ ネ ル １ ０ ２ の 特 定 の デ ー タ ラ イ ン （ 列 ） に 送 ら れ る 電 圧 パ ル ス の 形 式 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 公 知 の LCDに お い て 、 ソ ー ス 出 力 電 圧 と Vcomは 、 一 般 に 、 １ ８ ０ 度 位 相 が ず れ る AC、 或
い は 、 方 形 波 信 号 で あ る 。 本 発 明 の 具 体 例 は 、 安 定 性 電 圧 、 或 い は 、 DC　 Vcom電 圧 を 用 い
る 。 そ の 結 果 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 上 の 電 力 消 費 は 、 フ レ ー ム 、 或 い は 、 ス キ ャ ン 期
間 中 の 極 性 を 切 り 換 え る 必 要 が な い の で 減 少 す る 。 更 に 、 図 ３ Cで 示 さ れ る よ う に 、 画 素 T
FT排 列 を 用 い る と 、 ソ ー ス 出 力 信 号 、 デ ー タ ラ イ ン 、 及 び 、 ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路 は 、
単 一 の フ レ ー ム で 、 同 じ 極 性 で あ る の で 、 ド ッ ト 反 転 方 法 に よ り 、 電 力 消 費 を 減 少 さ せ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 公 知 と 本 発 明 の LCDの デ ー タ ラ イ ン 電 圧 は 異 な る 。 便 宜 上 、 デ ー タ ラ イ ン 電 圧 は 、 Vcom
電 圧 を 被 覆 し て 示 さ れ て い る 。 特 に 、 図 ５ で 示 さ れ る よ う に 、 公 知 の LCDの デ ー タ ラ イ ン
電 圧 は 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ の 画 素 か サ ブ ピ ク セ ル の 荷 電 状 態 を 大 き く 変 化 さ せ る 。 そ の 結
果 、 電 力 消 費 は 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ の 容 量 性 負 荷 （ 液 晶 セ ル か ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ か ら
） を 充 電 す る 電 力 が 減 少 す る の で 、 本 発 明 の 具 体 例 で 減 少 す る 。 例 え ば 、 本 発 明 の 具 体 例
は 、 電 力 消 費 が ０ ． １ ～ ０ ． ２ ｍ Ｗ の 幅 で 維 持 さ れ 、 ２ ． ２ QVGA、 ６ ０ Hzの ノ ー マ ル モ ー
ド LCＤ に 応 用 さ れ る 時 、 総 電 力 消 費 は 、 １ ３ か ら ８ ｍ Ｗ に 減 少 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 更 に 、 本 発 明 の 原 理 を 説 明 す る た め 、 図 ６ Aと 図 ６ Bの ビ デ オ 信 号 の 構 成 に 関 す る 電 圧 ―
タ イ ミ ン グ 図 を 提 供 す る 。 Vsync信 号 （ タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ー １ １ ４ に よ り 提 供 さ れ
る ） は 、 周 期 的 パ ル ス を 含 み 、 新 し い フ レ ー ム の 開 始 を 示 す 。 そ れ に 対 応 し て 、 行 ド ラ イ
バ １ １ ０ と 列 ド ラ イ バ １ １ ２ は 、 そ れ ら の 操 作 を リ セ ッ ト し 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ の 最 上 行
で 開 始 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ６ Aは 、 公 知 の LCDの 信 号 を 示 す 図 で あ る 。 図 ６ Aで 示 さ れ る よ う に 、 コ モ ン 電 圧 Vcom
と ソ ー ス 出 力 信 号 は 、 AC電 圧 で 、 大 体 １ ０ kHzで 振 動 す る 。 更 に 、 Vcomは 、 ソ ー ス 出 力 信
号 と 約 １ ８ ０ 度 位 相 が ず れ る 。 そ の 結 果 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ に 存 在 す る 液 晶 セ ル や ス ト レ
ー ジ キ ャ パ シ タ 等 の 容 量 性 負 荷 を 充 電 す る た め に 、 公 知 の LCDに よ り 、 追 加 電 力 が 消 耗 さ
れ る 。 図 ６ Bと 対 照 的 に 、 Vcom信 号 は DC電 圧 で 、 ソ ー ス 出 力 電 圧 は 、 低 周 波 数 で 変 化 す る
。 つ ま り 、 本 発 明 の 具 体 例 に お い て 、 LCDパ ネ ル １ ０ ２ は 、 ソ ー ス 出 力 電 圧 の 極 性 上 の 低
ス イ ッ チ 周 波 数 、 公 知 の LCDに 関 連 す る 狭 い 電 圧 幅 下 で 駆 動 さ れ 、 特 に 、 ド ッ ト 反 転 が 用
い ら れ る 。 LCDパ ネ ル １ ０ ２ に 関 連 す る 容 量 性 負 荷 の た め に 、 本 発 明 の 具 体 例 で 用 い ら れ
る 列 反 転 駆 動 、 及 び 、 ド ッ ト 反 転 駆 動 は 、 電 力 消 費 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 例 え ば 、
本 発 明 の 具 体 例 中 の 、 ２ ． ２ QVGA、 ６ ０ Hz、 ブ ラ ッ ク パ タ ー ン は 、 以 下 の デ ー タ が 得 ら れ
、 表 １ で 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　 本 発 明 で は 好 ま し い 実 施 例 を 前 述 の 通 り 開 示 し た が 、 こ れ ら は 決 し て 本 発 明 に 限 定 す る
も の で は な く 、 当 該 技 術 を 熟 知 す る 者 な ら 誰 で も 、 本 発 明 の 精 神 と 領 域 を 脱 し な い 範 囲 内
で 各 種 の 変 動 や 潤 色 を 加 え る こ と が で き 、 従 っ て 本 発 明 の 保 護 範 囲 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 で
指 定 し た 内 容 を 基 準 と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 具 体 例 に よ る シ ス テ ム を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 具 体 例 に よ る LCDパ ネ ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 本 発 明 の 具 体 例 に よ る 列 ド ラ イ バ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 本 発 明 の 具 体 例 に よ る も う 一 つ の 列 ド ラ イ バ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｃ 】 本 発 明 の 具 体 例 に よ る も う 一 つ の 列 ド ラ イ バ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 本 発 明 の 具 体 例 に よ る 図 ３ Aの 具 体 例 の 電 圧 ― タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 本 発 明 の 具 体 例 に よ る 図 ３ Bの 具 体 例 の 電 圧 ― タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｃ 】 本 発 明 の 具 体 例 に よ る 図 ３ Cの 具 体 例 の 電 圧 ― タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 公 知 の シ ス テ ム の 電 圧 ― タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 公 知 の シ ス テ ム の 電 圧 ― タ イ ミ ン グ 図 と 本 発 明 の 具 体 例 に よ る シ ス テ ム を 示 す
図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 公 知 の シ ス テ ム の 電 圧 ― タ イ ミ ン グ 図 と 本 発 明 の 具 体 例 に よ る シ ス テ ム を 示 す
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
１ ０ ０ … シ ス テ ム
１ ０ ２ … LCDパ ネ ル
１ ０ ４ … 電 源
１ ０ ６ … Vom増 幅 器
１ ０ ８ … バ ッ ク ラ イ ト ド ラ イ バ
１ １ ０ … 行 ド ラ イ バ
１ １ ２ … 列 ド ラ イ バ
１ １ ４ … タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ー
２ ０ ０ … 画 素
２ ０ ２ … サ ブ ピ ク セ ル
２ ０ ４ … TFT
２ ０ ６ … ス キ ャ ン ラ イ ン
２ ０ ８ … デ ー タ ラ イ ン
２ １ ０ … コ モ ン ラ イ ン
３ ０ ０ … ソ ー ス 出 力 回 路
３ ０ ２ … ス イ ッ チ ン グ ア レ イ 回 路

10

20

30

40

(13) JP 2006-171729 A 2006.6.29



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】
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【 図 ３ Ｃ 】 【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】 【 図 ４ Ｃ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ Ａ 】

【 図 ６ Ｂ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种用于驱动液晶显示器的方法和系统，其最适合
于功耗。解决方案：提供了一种显示器和驱动方法，能够降低由改变数
据线极性引起的功耗。在显示器中，像素阵列包括多条数据线和多个像
素，每个像素包括红色子像素，绿色子像素和蓝色子像素。在操作期
间，源输出电路通过第一输出引脚提供具有第一极性的第一系列源输出
信号，并通过第二输出引脚提供具有第二极性的第二系列源输出信号。
开关阵列电路包括至少三条选择线，并将第一系列源输出信号和第二系
列源输出信号电连接到两个相邻像素的至少一个子像素。 Ž
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